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(２) 高知土木技士 平成20年１月１日
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１. 土木技術の国家資格者として誇りを持って行動し､ 日頃

から技術の研鑚
けんさん

に励むこと｡
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２. 技術者として自己の専門的知識及び経験をもって良質な
物を作ること｡

�����������

３. 携わる事業の性質から､ 公正・清廉を尚
たっと

び､ 広く模範と
なる行動をすること｡

����������� !"#$�%&����

４. 技術者として知識・経験を活かし､ 災害時等はもちろん､
ふだんの生活においても､ 地域活動や社会奉仕に積極的
に参加するよう努めること｡



明けましておめでとうございます｡

皆様にとりまして希望ある輝かしい年となりますよう心からご祈念申し上げます｡

平素より当技士会の事業運営に格別のご高配を賜り､ 厚くお礼申し上げます｡

当技士会は昭和55年４月に設立以来29年目を迎えることとなりました｡ 地方の建設業を取

り巻く環境は非常に厳しく､ 長引く公共事業費抑制は､ 公共事業に対する依存度が高く､ 経

営基盤の脆弱な本県の建設業界に大きなダメージとなっており､ 企業にとって土木技術者を

継続雇用することが困難になっていることから､ 多くの土木技術者が将来への不安を募らせ

ています｡

このことは､ ｢公共工事における配置技術者｣ や ｢災害発生時に最前線で活動する土木技

術者｣ の確保が極めて難しい事が実態となっており､ 地域社会の安心・安全へのためにも企

業が優秀な技術者を雇用できる環境づくりが喫緊の課題となっています｡

新年こそ地方の活性化､ 中小企業の活性化へ地域に根差した建設業でありたく考えています｡

これには､ 昨年の国政選挙結果で示された中央と地方の地域間格差の解消へ､ 地方へ目を向け

た政策の実現であります｡ さらに､ 自主財源の乏しい本県経済の復興のためには､ 国政関係要

路とのさらなる取り組みで､ ご支援ご配慮を強くお願いを申し上げるところであります｡

ここにきて公共工事においては､ 公共調達の革命として施行された ｢品確法｣ に基づき､

一般競争入札方式が地方公共団体でも拡大し､ 併せて､ 総合評価落札方式の地方自治体への

普及､ 採用が加速されており､ これ等への対応に各企業は備えなければなりません｡

このため､ 当技士会は資格取得を目指す技術者への受験準備講習会をはじめ､ 土木施工管

理技士が自身の技術力アップを体系的・具体的に推進する土木施工管理／ＣＰＤＳ (継続的

専門能力啓発システム) による指定技術講習会を開催し､ 技術者が自己研鑽の活動を通じて､

国民の福祉に役立つ良質な目的物を創造するために必要となる技術力と資質の向上を図るこ

とを目指しております｡

同時に､ 土木技士会の監理技術者講習も４年目を迎え高知県土木技士会の果たすべき役割

はますます重要になっています｡

新年度におきましても土木施工管理技士の社会的地位の向上を図ることを目的とする技士

会の事業活動へ積極的に取り組んで参りますので､ 会員皆様のご協力をお願い申し上げます｡

最後になりましたが､ 各関係団体のご指導とご支援を賜りますことをお願い申し上げ､ 会

員皆様方のご健勝・ご多幸を心からお祈りし､ 新年のご挨拶といたします｡

平成20年 元旦

高知土木技士 平成20年１月１日 (３)
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会会 長長 �� �� �� ��



謹んで新年のお喜びを申し上げます｡

高知県土木施工管理技士会の皆様におかれましては､ 輝かしい新春をお迎えのことと存じ

ます｡

また､ 平素から土木行政をはじめ県行政の推進につきましてご理解を頂き､ 格段のご支援

とご協力を賜り厚くお礼申し上げます｡

新しい年が明け､ 新しい年度が始まりますが平成20年度におきましても相変わらず厳しい

予算で臨んでいくことになります｡ 土木部の予算は､ 平成19年度と同様に､ ピークであった

平成11年度の当初予算の半分以下で推移する見込みです｡

土木部としては､ このような厳しい状況の中でも､ 次の４つの事業に重点化を図り予算を

編成しています｡ 一つ目は､ ｢四国８の字ネットワークの整備促進｣､ 二つ目は､ ｢産業振興

や市町村合併を支援する道路整備の推進｣､ 三つ目は､ ｢国直轄事業の促進｣､ 四つ目は､ ｢南

海地震への備え｣ です｡

厳しい予算ではありますが､ 本県の社会資本整備の水準はまだまだ十分とはいえず､ その

ため､ 事業のプライオリティを明確にし､ 効果的で透明性の高い事業を実施することや､ 地

域の実情にあった事業を進めるとともに､ 既設施設の有効活用と延命化のための計画的な維

持管理を行っていくことが重要であると考えています｡ このため三方良し ｢住民良し､ 発注

者良し､ 受注者良し｣ の公共事業改革､ ｢ワンデーレスポンス｣ の拡大にも取り組んで参り

ます｡

発注者と受注者がお互いに知恵と工夫を出し合い､ 一体となって､ 技術力の向上などに継

続的な取り組みを行い､ 組織として､ 又個人としてさらなる資質の向上を図っていきたいと

考えています｡

そのためにも日頃から技術力の向上と発展に積極的に努められている貴会の役割は､ これ

までにも増して重要となっております｡

今後とも貴会のご支援を頂きながら､ 県民の生活を支え､ 安全を守り､ 環境を保全し､ 活

力を増強するための社会資本の整備に努めて参りたいと考えています｡

最後に高知県土木施工管理技士会のますますのご発展と､ 会員の皆様にとって実り多き年

となりますよう祈念いたしまして､ 新年のごあいさつとさせていただきます｡

(４) 高知土木技士 平成20年１月１日
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高知県土木部長 � � � �
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四国横断自動車道 須崎市～四万十町間 (21.8㎞) は､ 従前､ 国土交通大臣の施行命令
を受け､ 日本道路公団が高速自動車国道の新設・改築・料金徴収を実施していたが､ 平成
15年12月25日の第１回国土開発幹線自動車道建設会議の議を経て､ 施行主体が日本道路公
団から国土交通大臣 (担当：土佐国道事務所・中村河川国道事務所) に変更となるととも
に､ 新直轄方式(国：３と地方：1の負担による整備､ 通行料無料)で整備することとなった｡
また､ 平成19年３月には､ 四万十町影野地区において高知県が主体となって整備する

ＩＣも決定し､ 高速道路へのより効率的なアクセスを確保することにより､ 企業立地をは
じめとした地域経済の浮揚､ 雇用創出の促進等により､ よりいっそう地域活性化に寄与で
きると考えている｡
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この区間は､ 平成20年度末に自動車専用道路として全線供用する須崎道路(須崎東ＩＣ
～須崎新荘ＩＣ間 延長4.7㎞)に接続する区間で､ 全延長に占めるトンネル延長比は､ 83

高知土木技士 平成20年１月１日 (５)

国土交通省土佐国道事務所

事業対策官 � � � �
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％と非常に高く､ 地形的にも厳しい区間である｡ また､ 並行する一般国道56号は､ 日交通
量約13,000台の主要幹線道路でありながら､ 地形上の制約から厳しい平面・縦断線形となっ
ていることや､ 歩道のないトンネルもあることから､ 現国道の交通安全対策としても､ 一
日も早く､ この区間を開通させる必要性があると考えている｡
工事としては､ 現在､ ４本のトンネルのうち和田トンネルの貫通を図り､ 残り３本につい

ては鋭意掘削中であり､ 区間全体としては平成22年度末の供用を目指して工事を進めている｡
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この区間は､ 中土佐ＩＣから七子峠の下を貫通する影野トンネルまでは､ 縦断勾配が急
でトンネルと橋梁が連続する区間であり､ 窪川地区では､ 比較的平坦な地形の中で､ 切土
や盛土などの土工が主体の区間となっている｡
工事としては､ 現在､ ４本のトンネルのうち３本に着手しており､ 残りの大坂谷トンネ

ルについても早期の工事着手を予定している｡ また､ ４本ある橋梁についてはすべて工事
着手しており､ 区間全体としては平成20年代半ばの供用を目指して工事を進めている｡
また､ 区間のほぼ中央の影野地区には､ 高知県が地域活性化のため､ 高知向き入り口､

四万十向き出口のハーフインターの整備を進めることとなっている｡

� ����

四国横断自動車道 須崎市～四万十町間は､ ｢四国８の字ネットワーク｣ の一部を形成
することから､ 四国西南部をはじめ四国全体の産業の立地振興や観光のみならず､ 生活領
域の拡大に大きな役割が期待されている｡ また､ 今後想定される ｢東南海・南海地震｣ な
どによる災害時の代替路としての役割を担う重要な路線でもあることから､ 地域の方々の
ご理解やご協力を得ながら､ 一日も早い完成を目指して事業を進めたいと考えている｡

(６) 高知土木技士 平成20年１月１日

トンネル名称 延長 (ｍ)

新 角 谷 ト ン ネ ル 2,500

焼坂第１トンネル 2,040

焼坂第２トンネル 920

和 田 ト ン ネ ル 156

ト ンネル名称 トンネル延長 (ｍ)

川 崎 ト ン ネ ル 570

久 礼 坂 ト ン ネ ル 933

大 坂 谷 ト ン ネ ル 950

影 野 ト ン ネ ル 2,387

橋梁名(100ｍ以上) 橋 梁 形 式 橋梁延長(ｍ)
久 礼 橋 ＰＲＣ14径間連続２主版桁橋 462

長 沢 橋
ＰＣ３径間連続ラーメン箱桁橋

261
(波形鋼版ウェブ)

大 坂 谷 川 橋 ＰＣ４径間連続ラーメン箱桁橋 391

仁 井 田 川 橋
３径間連続鋼・コンクリート混合橋

115
(鋼単純２主鋼桁橋､ ＰＲＣ２径間連続２主版桁橋)
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本工事は､ 平成17年の台風14号により被災を受けた､ 仁淀川右岸用石堤防の漏水対策工
事 (施工延長205ｍ) と仁淀川右岸天崎箇所の根固災害復旧工事 (施工延長375ｍ) です｡
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基盤漏水を防止するため､ 既設護岸の全面に遮水鋼矢板 (ⅡＷ型・Ｌ＝７ｍ) を打設し､
堤体漏水を防止するため計画高水位まで遮水シートで覆い､ その上に低水部は石張工､ 高
水部は覆土ブロック工及び覆土・張芝工を施工する工事です｡

当工事の実働工期は５ヶ月であったが､ 工事箇所が干潮区間のため干満差が最大２ｍ程
度あり､ 工事用道路兼用の仮締切 (260ｍ) と堤防天端からの進入路 (150ｍ) の設置・撤
去に1.5ヶ月程度を要し､ 且つ覆土工が仮締切撤去の流用土であるため､ その後の覆土・
張芝工の施工を考慮すると､ 遮水矢板打設から覆土ブロック工完了までの施工期間は実質
３ヶ月程度と極めて厳しい工程でした｡

高知土木技士 平成20年１月１日 (７)

福福留留開開発発株株式式会会社社

工工務務部部次次長長 �� �� �� ��
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従って､ 社内での施工検討会により最も効率よく安全に施工できる方法等について詳細
に検証し､ 発注者との総括打ち合わせ時において設計変更の協議も含め施工計画等につい
て綿密な打ち合わせを行い工事に着手しました｡
施工に当たっては､ 施工区間を４工区に分割

して可能な限り並行作業を行い､ 先行作業によ
るロスの削減と同時進行における複数作業の品
質確保と安全確保を図るため､ 施工管理のため
の技術員を５名体制に増員し､ 直営作業班を含
む下請業者との綿密な打ち合わせを日々行い工
事の円滑な進捗に努めました｡
施工中､ 最も苦労したのは､ 既設護岸背面か

らの大量の湧水で､ 10インチの水替ポンプを18
台投入する異例の水替え作業の中での工事とな
りました｡ 又､ 背面からの水圧により既設ブロッ
クの基礎胴木に変異が確認されたため､ 発注者
との協議により一部工法の変更を行い､ 無事水
中部の施工を終えることができました｡
さらに､ 当該工事では仮締切高さを河川水位

の上昇を考慮して余裕をもって設置したことに
より､ 工事期間を通じて越流による手戻り作業
を回避することができ､ また､ 石張り工法の創
意工夫により大幅に工期の短縮を図ることがで
きました｡

��������	
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河岸洗掘により被災した根固工を復旧するため､ 根固ブロック (２ｔ型) 約1,400個を
製作し､ 被災した既設ブロックの上に設置 (乱積) し復旧した後､ 間詰め石を施工する工
事です｡

当工事は､ 根固ブロックの製作・据え付け個数が多く､ 工事用道路の設置から間詰石の
施工までを考慮すると厳しい工程に加え､ 約５㎞下流の用石箇所との並行作業となるため
施工管理に万全を期す必要がありました｡

(８) 高知土木技士 平成20年１月１日



従って､ 用石箇所同様､ 施工体制の確保と施工方法や施工管理について詳細に検討し､
発注者との綿密な打ち合わせを行い工事に着手しました｡

ブロック製作は､ 出水時における被災
等を考慮し約２㎞上流の鎌田箇所の高水
敷で行い､ 運搬には県道を通行するため
一般交通に対する事故や支障を与えない
よう厳しく指導管理を行いました｡
又､ ブロック設置についても既設ブロッ
ク上での作業となるため足場が悪く据え
付け作 業中の安全確保に万全の体制で望
みました｡
施工中､ 最も苦労したのは被災した既

設ブロック上に乱積するため､ 所定の出
来高を確保するためには､ 既設ブロック
との調整が不可欠で､ 且つ間詰め石の施工においては､ ブロックの隙間に大小の石をかみ
合わせよく間詰めする必要があり､ 熟練工による丁寧な施工を行う事で対応し出来形､ 美
観とも満足のいく施工ができました｡

��������	

本工事は､ 用石堤防､ 天崎箇所の二工区に分かれ､ 工種も多種に及び工程的にも現場条
件的にも厳しい工事でしたが逆に､ その事が社内における施工検討会での施工計画や安全
管理等の徹底した分析・検討を促し､ 更には現場担当者と発注者や下請会社との綿密な協
議や打ち合わせによる情報の共有により､ 工事関係者全員の共通認識がもて､ リスクアセ
スメントの導入等により工事の安全で円滑な執行が図れたと思います｡

�
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こうした､ 取り組みの結果､ 無事､ 無事故・無災害で工事を完成させることできました
のも､ 発注者当局や地域住民・関係諸団体の皆様方のご指導とご理解・ご協力があった上
でのことであり､ 施工当事者として本当に嬉しく感謝の極みでございます｡
最後に､ 協力会社の皆様方には､ 色々なご無理に対して､ 一方ならぬご理解とご協力を

頂きこの場をお借りして御礼申し上げます｡

高知土木技士 平成20年１月１日 (９)
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平成19年度１級土木技術検定 ｢実地｣ 試験､ 受験予定者へ合格を目指す短期集中の２日
間コース講習を､ 19年９月６日～７日に受講者65名で会場を高知県教育会館 ｢高知城ホー
ル｣ で開催しました｡
昨年の実地試験より､ 試験機関から今まで以上に幅広い分野から出題すると発表があり

ました｡ これを受け当講習では､ 施工経験記述指導と実地試験対策資料の提供を行い､ 万
全の対策で講師より解説・指導がなされ､ 受講者は ｢演習問題｣ を交え､ 真剣に取り組ん
でいました｡
(１級土木 ｢実地｣ 試験日 10月７日(日)､ 合格発表は20年１月18日(金)です｡)
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昨年度より､ ２級土木技術検定試験は10月実施となり､ 試験会場も ｢高知市｣ 開催が追
加されています｡
当技士会では試験直前の講習として､ 19年10月２日～４日に短期間で集中的学習を､ 会

場 ｢高知城ホール｣ において実施し､ 検定試験に合格してもらうために､ 試験科目におけ
る概略の知識と一応の応用能力を習得すべく､ 重点項目を用いて出題傾向を理解させ､ 基
礎知識を整理して身に付けるよう､ 解答のポイントや勉強すべき事項に的を絞り､ 受講者
の側に立ってきっちり講義されました｡
(２級土木 ｢学科・実地｣ 試験日 10月28日(日)､ 合格発表は20年２月15日(金)です｡)
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土木工事に携わる技術者は､ 幅広い知識の習得と､ 時の動向に呼応した施工管理手法や
技術力が求められています｡
四国土木施工管理技士会連合会主催のもと､ 各県土木技士会が国土交通省四国地方整備

局並びに各県の土木部等の後援・ご支援を得て､ 土木技術講習会を開催いたしました｡
当技士会では､ 平成19年10月31日に会場を ｢ウエルサンピア高知｣ (高知市) で､ 267名
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の土木技術者参加のもと､ 各講師より時期に適したテーマの解説を受け､ 最後には､ 講習
内容の理解度確認テストに挑戦し､ 有意義な講習会を終了しました｡
この講習会は､ 国土交通省四国地方整備局や高知県等で建設工事の入札参加時での技術

者評価の加点対象となる､ ＣＰＤＳユニット数が学習履歴として登録されました｡
以下に､ 学習テーマと講師を紹介します｡
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新潟県中越沖地震の教訓 愛媛大学 防災情報研究センター
教授 鳥 居 謙 一 氏

四国地方整備局の新たな入札契約と
ユニットプライス 積算

国土交通省四国地方整備局
技術管理課 課長補佐 上 林 正 幸 氏

ワンデーレスポンスとＣＣＰＭ
(新しい工程管理手法) の取組み方

高知県土木部 建設検査課長
工学博士 夕 部 雅 丈 氏

講習会試験…研修・講習会の効果を測定のため､ テストを実施

��������	
��
�������

建通新聞19.11.９(金)記事より転掲載
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中国・四国土木施工管理技士会連合会は11月20日､ 2007年度ブロック協議会と技術交流
会を高知市の三翠園で開き､ 土木施工管理技士の地位向上､ 安定化に向けた取り組みをは
じめ総合評価落札方式の各県の実施状況など８項目に上る議題について､ 国交省など行政
庁と意見交換を行った｡
当日は､ 技術交流会に先立つブロック協議会で､ 中・四国９県の土木技士会会長､ 副会

長､ 事務局長が出席､ 土木施工管理技士の重視活用等､ 各県から出された議題を審議し､
行政庁への技術交流意見として提出する議題を再確認した｡
技術交流会には､ 来賓として国土交通省大臣官房技術調査課の森田宏課長補佐､ 四国地

方整備局の祢屋誠局長､ 中国地方整備局の山中義之企画部長ほか幹部職員をはじめ､ 高知
県の宮崎土木部長や四国各県の土木部担当者､ 全国土木施工管理技士会連合会の紀陸富信
会長代行､ 高知県建設業協会より青木誠光会長代行ら20人が出席｡
主催者を代表し､ 四国土木施工管理技士会連合会の宮田益吉会長が ｢総合評価方式は､

土木施工管理技士にとって今後さらに重要な位置付けになる｣ と挨拶｡ 祢屋局長も ｢各自
治体で一般競争は先行するものの総合評価方式の導入の遅れを感じている｡ 国交省として
も社会資本整備の着実な推進のため､ より良い入札契約制度の確立､ また協力体制を構築
していきたい｣ と述べた｡
また､ 協議会と技術交流会を挟み記念講演会が開かれ､ 森田宏課長補佐が講師となり､

｢土木工事の実施に当たって｣ の演題で､ 品質確保などについて解説した｡

技術交流意見として提出された議題は次の通り｡

１. 総合評価落札方式の実施状況について

２. 土木施工管理技士の地位の向上と安定化について

３. 土木施工管理技士の評価・活用について

４. 総合評価落札方式の市町村への導入について

５. 総合評価方式に伴う保留通知理由書の内容改善について

６. 落札業者の早期決定策について

７. 土木施工管理技士のデータベースの整備について

８. 施工箇所が分散している工事の積算について
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会 長 宮 田 益 吉 制度委員長 宮 田 喜 弘

副会長 田 邊 聖 技術委員長 石 建 国 元

〃 安 岡 健 研修委員長 谷 岡 孝 雄

〃 土 方 猛 広報委員長 三 谷 斉
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公共工事の監理技術者となる方 (現場配置前に講習を受講しておくこと｡)

opqrstqu%vw"xyHz{(bm/�0

ただし､ 資格者証の ｢有する資格欄｣ に ｢認定｣ とされている方 (大臣認定者) はこの講習

の対象外｡

|}~t}}� (テキスト代・講習修了証交付手数料､ 消費税含む)

インターネット申込なら受講料10,500円

��s}�������� ��s}���|s���� ��s}���s�����
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 	$$��高知県建設会館 ｢４階ホール｣  	2��午前８時50分～午後４時30分

建設工事に関する法律制度 (最近の社会・経済情勢と技術者制度)

建設工事の施工管理､ その他の技術上の管理

建設工事に関する最近の技術動向等

修了試験 (20分) ※修了試験後､ 講習修了証交付

申 込 方 法 １� 受講申込書 ２� カラー顔写真を貼った写真票
３� 受講料の郵便振替払込請求書兼受領証のコピー

※ 申込書類・１�～３�を持参､ または ｢配達記録郵便｣ で提出

受講申込書提出先 社�高知県土木施工管理技士会

〒780-0870 高知市本町４丁目２－15 (TEL 088-825-1844)
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(６日間)
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������ 申込受付 平成20年４月上旬～４月中旬 (予定)
試 験 日 〃 ７月第１日曜 (予定)

������ 申込受付 平成19年度学科試験合格者・学科試験免除者
平成20年４月上旬～４月中旬 (予定)
平成20年度学科試験合格者
平成20年８月中旬～９月上旬 (予定)

試 験 日 〃 10月第１日曜 (予定)

	 � 申込受付 平成20年４月上旬～４月中旬 (予定)
���
����
�試 験 日 〃 10月第４日曜 (予定)

�����	
� (｢検定試験｣ 受験に備える講習会)

������ 日 程 平成20年６月３日～５日
〃 ６月10日～ 12日

会 場 高 知 市
受 講 料 会員：45,000円・一般：48,000円
再受講者割引 (Ｈ18～19年度当講習会参加者)

会員：35,000円・一般：38,000円

������� 日 程 平成20年６月14日 (１日間)
会 場 高 知 市
受 験 料 受験講習会参加者：6,000円

テストのみ参加者：8,000円

������ 日 程 平成20年９月２日～３日 (２日間)
会 場 高 知 市
受 講 料 会員：20,000円・一般：23,000円
再受講者割引 (Ｈ19年度当講習会参加者)

会員：18,000円・一般：21,000円

	 � 日 程 平成20年９月30日～ 10月２日 (３日間)
会 場 高 知 市
受 講 料 会員：30,000円・一般：33,000円
再受講者割引 (Ｈ18～19年度当講習会参加者)

会員：25,000円・一般：28,000円

������� 日 程 平成20年10月４日 (１日間)
会 場 高 知 市
受 験 料 受験講習会参加者：6,000円

テストのみ参加者：8,000円
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